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 学会誌 Cruise & Ferry33号の編集も最終段

階に入り、足りない新造船の写真を撮りに四国

にでかけることにしました。目的地は丸亀港、

八幡浜港、宇和島港の 3 港でしたが、四国に

渡るのには、神戸～高松間のジャンボフェリー

新造船「あおい」に乗ることにして、土曜の朝 8

時半神戸発の「あおい」を予約しました。インタ

ーネットで、リクライニングの座席を指定するこ

とができましたが、「スマホに QR コードを読み

込み、乗船時に見せるように」と指示され、QR

コードの使用には慣れないので、スマホ上に

出すのに手間どっては大変と何度も練習して

当日に臨みました。 

 神戸港新港第 3 突堤のフェリーターミナルに

は、7 時 40 分くらいに着きましたが、宮崎カー

フェリーの「フェリーたかちほ」が 7 時半に入港

したばかりでターミナルは乗客であふれていま

した。ジャンボフェリーの「あおい」も停泊して

いました。 

いつものとおり小豆島行の車が多く、高松ま

で行く車は少ない状態でしたが、これまでに比

べるとだいぶ多く、やはり新船効果でしょうか。

土曜便であることもあって紅葉真っ盛りの小豆

島の寒霞渓に観光にでかける人も多いようで

した。小豆島行の車は 2 階の車両甲板に、高

松行の車は船首ランプドアから 1 階の車両甲

板に入りました。車を止めて車外にでようとす

ると、突然、船員さんからバックの要請。数台

前に小豆島行の車がまぎれていたとのことで、

数台がバックをしてその車を出して積みなおし

をする作業となりました。QR コードでの管理が

うまく行っていなかったのかもしれません。 

車両甲板から階段で客室フロアまで上がり

ました。エレベータもありましたが、階段で登る

と各車両甲板の様子もよく見ることができます。 

船内には指定席も多くなり、中でも予約した  

リクライニング席は前に開けた大きな窓があり、

専用のデッキもあり、写真撮影にも便利でした。

しかも最前列席が予約できていたので、航海

中ずっと前方をウォッチングすることができまし

た。 

同船では露天のデッキスペースが大幅に増

えて、人工芝を敷いたスペースは子供連れで

賑わっていました。これも嬉しい傾向です。た

だ、デッキで座れる場所はほとんどありません

でした。 

 

 
神戸港に停泊する「あおい」 

 
1 層目の車両甲板。バックで乗用車の積みなおしをし

ている時の光景です。 



 
1 階の車両甲板です。高松行の車はあまり多くありま

せんでした。 

2層目の車両甲板で、小豆島行の乗用車です。 

 
2 層目の車両甲板の後部露天部にはシャーシに乗っ

たコンテナが積まれていました。 

 
リクライニング席に入るためのゲート。QR コードをか

ざして入れます。 

 

 

 

 
リクライニング席です。最前部にブリッジにあるのと同

じコンパスや種々の計器のモニターができるようにな

っていました。 



 
リクライニング席の専用オープンデッキは、前方が見

渡せる特等席です。 

 
自転車置き場はお洒落でした。 

 

 
人工芝が敷かれたオープンデッキスペースです。 

 
船首に向かって暴風壁が設置され、オリーブの木の

鉢植えが置かれていました。 

 

 
普通席には畳敷きのスペースも健在でした。昼便でも

横になっている人がたくさんいたのでニーズはあるの

ですね。 

 



 
名物の「うどんコーナー」もお洒落になっていました。 

 
売店はセルフレジ式になっていました。 

 
チルドレンスペースの外観です。 

 
チルドレンスペースの内部です。 

 

 

 
一般席の椅子席で、奥の一画はうどんコーナーの飲

食用でした。 

 
予約のいる指定席で、QR コードで入室を管理してい

ました。 



 

 

 

 


